
「
第
１
回
中
央
委
員
会
以

降
の
活
動
の
経
過
報
告
承

認
に
関
す
る
件
」
と
し
て
、

「
生
活
向
上
の
と
り
く
み
」

（
県
職
連
交
渉
の
妥
結
内

容
、
県
教
委
交
渉
の
妥
結

内
容
、
二
〇
二
二
県
人
事

委
員
会
勧
告
、
秋
季
要
請

行
動
、
対
県
教
委
秋
季
要

請
、
確
定
交
渉
の
総
括
、

高
崎
市
教
委
交
渉
、
二
〇

二
三
春
闘
な
ど
）
、
「
民

主
教
育
確
立
の
と
り
く
み
」

（
ぐ
ん
ま
教
育
の
集
い
二

〇
二
三
報
告
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
す
す
め
る
教

育
全
国
署
名
、
入
試
一
本

化
な
ど
）
、
「
平
和
・
民

主
主
義
・
共
同
闘
争
」

（
県
労
会
議
定
期
大
会
報

告
、
税
金
無
駄
使
い
す
る

政
府
に
抗
議
、
他
か
ら
の

指
示
を
現
場
に
丸
投
げ
す

る
教
育
行
政
反
対
な
ど
）
、

「
福
対
部
・
高
校
共
済
会

の
と
り
く
み
」
（
現
勢
回

復
の
報
告
、
退
職
予
定
者

説
明
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
な
ど
）
、
「
組
織
強
化
・

拡
大
の
と
り
く
み
」
（
現

状
・
目
標
報
告
、
拡
大
に

向
け
て
の
具
体
的
運
動
展

開
な
ど
）
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

「
二
〇
二
二
年
度
三
分
の

二
期
会
計
・
会
計
監
査
報

告
承
認
に
関
す
る
件
」
と

し
て
、
一
般
会
計
、
負
担

金
特
別
会
計
、
補
償
金
特

別
会
計
、
書
記
退
職
引
当

金
特
別
会
計
に
つ
い
て
の

収
支
報
告
と
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

「
二
〇
二
三
年
度
本
部
役

員
仮
承
認
に
関
す
る
件
」

と
し
て
、
二
月
に
実
施
さ

れ
た
信
任
投
票
結
果
報
告
、

及
び
仮
承
認
の
提
案
が
な

さ
れ
、
拍
手
で
仮
承
認
さ

れ
た
後
、
新
役
員
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
二
〇
二
三
年
度
定
期
大

会
ま
で
の
運
動
促
進
に
関

す
る
件
」
と
し
て
、
「
情

勢
の
基
本
的
な
特
徴
」

（
安
保
三
法
案
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
、
管
理
統
制
さ

れ
て
い
く
学
校
、
観
点
別

評
価
導
入
、
賃
金
人
権
問

題
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
問
題
な

ど
）
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

「
二
〇
二
三
年
度
四
月
か

ら
五
月
期
暫
定
予
算
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件
」
に
つ

い
て
、
基
本
的
に
は
例
年

と
同
じ
方
向
で
行
き
た
い

と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

「
群
馬
高
教
組
第
一
六
二

回
定
期
大
会
開
催
に
関
す

る
件
」
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
や
補
習
の
あ
る
土
曜

日
か
ら
日
曜
日
に
変
更
し

て
の
開
催
予
定
で
あ
る
こ

と
、
定
期
大
会
の
議
題
案

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
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非常勤講師の待遇改善や観点別評価で議論噴出
３
月
11
日
（
土
）
、
第
２
回
中
央
委
員
会
が
教
育
会
館
中
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
名
の
中
央
委
員
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
交
え
た
参

加
者
か
ら
、
臨
時
教
職
員
の
待
遇
改
善
や
観
点
別
評
価
な
ど
で
発
言
が

相
次
ぎ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
て
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。
議

長
の
田
口
さ
ん
（
清
陵
）
・
八
重
樫
さ
ん
（
渋
工
）
、
議
運
の
神
保
さ

ん
（
玉
村
）
、
書
記
の
内
川
さ
ん
（
高
経
附
）
に
は
円
滑
な
審
議
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
年
度
へ
向
け
て
、
み
ん
な
で
結
束
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

前橋市大手町
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（要旨）

フラクタル構造は、小さな構造と大きな構造が同じ形を持っ
ているというもので、木の葉などの小さなものから、地形、宇
宙の構造などの大きなものまで、様々なスケールにおいて見
ることができます。「ブラジルの蝶の羽ばたきは、テキサスで
竜巻を起こすか？」という命題で知られるカオス理論は、歴史
を見る上でも有効と考えられ、現在、NHKの「映像の世紀」
で番組が制作されています。
私が言いたいのは、私たちを取り巻く状況は、ウクライナ侵
攻から、日本の政治、日常生活で抱える些細な問題まで、大
きさは違っても、本質的にそこに同じ構造が見えるということ
です。そして、それらはバタフライエフェクトのように様々な
形で影響しあっているということです。
今日は、大きなことから小さなことまで、どんなことでも、今
みなさんが気になっていることを大いに語ってほしいと思いま
す。そこには必ず何らかの意味があり、問題解決のヒントが
隠されているはずです。
本日の議論が大いに盛り上がることを期待し、挨拶とします。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案



休
憩
後
の
討
論
で
は
、
ほ
ぼ

全
員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
坂
田
さ
ん
（
清
陵
）

（
清
陵
で
弁
護
士
が
講
座
を
開

い
た
時
の
新
聞
記
事
を
配
布
し
）

こ
こ
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
な
職
場
」

を
選
ば
な
い
た
め
の
注
意
点
と

し
て
「
労
働
条
件
を
は
っ
き
り

教
え
な
い
」
と
あ
る
が
、
非
常

勤
職
員
の
勤
務
条
件
書
類
は
６

月
に
な
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
手

元
に
き
た
。
４
月
か
ら
勤
務
は

行
っ
て
い
る
の
に
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
。
原
発
事
故
の
記

憶
が
薄
れ
て
い
る
が
、
現
実
の

問
題
と
し
て
捉
え
な
い
と
い
け

な
い
。

〇
原
田
さ
ん
（
安
総
）

非
常
勤
講
師
の
付
随
業
務
に
関

す
る
報
酬
は
申
請
し
な
い
と
出

な
い
と
い
う
が
、
そ
れ
だ
と
支

給
漏
れ
が
起
こ
る
。
自
動
的
に

支
給
と
は
な
ら
な
い
の
か
。

〇
八
重
樫
さ
ん
（
渋
工
）

定
時
制
で
12
時
間
以
上
勤
務
し

て
い
る
養
護
教
諭
の
取
り
扱
い

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

＊
時
間
講
師
が
対
象
の
た
め
、

該
当
し
ま
せ
ん
。

〇
東
宮
さ
ん
（
渋
高
・
青
翠
）

県
教
委
は
抑
制
的
だ
と
感
じ
る
。

付
随
業
務
に
関
す
る
報
酬
は
、

支
給
し
な
い
方
向
へ
の
指
導
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
？
授
業
の

振
替
え
を
申
し
出
た
ら
教
頭
か

ら
不
可
と
言
わ
れ
た
。
学
校
の

都
合
は
通
る
が
自
分
の
都
合
は

通
ら
な
い
。

〇
田
口
さ
ん
（
清
陵
）

非
常
勤
の
人
数
が
多
く
繋
が
り

が
少
な
い
、
お
互
い
わ
か
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
わ
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

情
報
の
共
有
や
収
集
の
た
め
に

は
非
常
勤
職
員
部
も
必
要
で
は
。

〇
東
宮
さ
ん
（
渋
高
・
青
翠
）

非
常
勤
の
私
し
か
担
当
し
て
い

な
い
科
目
の
評
価
基
準
を
含
む

シ
ラ
バ
ス
の
作
成
に
関
し
て
、

評
価
基
準
に
つ
い
て
の
情
報
が

な
い
し
、
作
成
に
要
し
た
時
間

に
対
し
て
の
費
用
対
価
も
な
い
。

〇
坂
田
さ
ん
（
清
陵
）

非
常
勤
職
員
に
対
し
て
の
勉
強

会
も
な
い
。
情
報
が
入
ら
な
い
。

（
教
科
書
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
参
考
に
な
る
と
の
意
見
が

出
ま
し
た
）

〇
八
重
樫
さ
ん
（
渋
工
）

や
る
気
の
部
分
に
つ
い
て
は
毎

時
間
生
徒
に
ふ
り
か
え
り
シ
ー

ト
を
提
出
さ
せ
て
い
た
が
チ
ェ
ッ

ク
が
負
担
と
な
り
１
学
期
で
や

め
た
。
月
に
１
回
の
提
出
物
に

し
て
い
る
。
三
観
点
を
全
員
が

見
る
の
は
無
理
な
の
で
一
つ
に

絞
る
こ
と
に
し
た
科
目
も
あ
る
。

〇
矢
嶋
さ
ん
（
大
泉
）

農
業
は
教
科
書
会
社
の
コ
ピ
ペ

が
効
か
な
い
の
で
シ
ラ
バ
ス
や

年
計
を
自
ら
つ
く
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
や
る
気
を
出
欠
席
で
見

る
と
レ
ポ
ー
ト
を
出
さ
な
く
て

Ａ
が
つ
く
の
も
お
か
し
い
。
教

頭
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
評
価
と
得
点
が

あ
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

指
摘
し
て
い
る
。

他
に
「
新
規
の
仕
事
を
導
入
す

る
な
ら
他
の
仕
事
を
整
理
す
る

な
ど
し
な
け
れ
ば
働
き
方
改
革

に
逆
行
し
て
い
る
」
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

〇
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
関
し

て
、
校
内
で
申
し
入
れ
を
し
て

も
真
剣
に
聞
い
て
も
ら
え
な
い
、

県
の
担
当
へ
伝
わ
っ
て
い
る
の

か
。
こ
れ
に
対
し
て
は
澁
谷
委

員
長
が
「
組
合
か
ら
は
申
し
入

れ
を
し
て
い
る
。
今
後
も
し
て

い
く
。
」
と
返
答
し
ま
し
た
。

〇
組
合
の
今
後
に
つ
い
て
は
、

「
組
合
だ
け
で
な
く
校
内
の
引

き
継
ぎ
も
心
配
で
、
司
書
の
四

割
は
地
公
臨
な
の
で
優
し
く
フ
ォ

ロ
ー
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

声
、
「
組
合
の
成
果
を
宣
伝
し

た
ら
ど
う
か
、
辞
令
交
付
式
当

日
の
宣
伝
活
動
を
し
て
は
ど
う

か
、
若
い
人
を
多
く
呼
び
込
む

方
策
を
考
え
て
い
こ
う
」
「
ア

ン
チ
組
合
も
い
な
い
が
バ
リ
バ

リ
組
合
も
い
な
い
の
は
悪
い
雰

囲
気
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
発

言
が
続
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
４
号
議
案
か
ら
６
号

議
案
に
つ
い
て
の
採
決
を
行
い
、

全
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
年
間
の
学
校

別
署
名
数
の
多
い
分
会
（
安
総
・

清
陵
・
伊
工
・
渋
工
）
に
本
部

よ
り
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
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非
常
勤
講
師
問
題

観
点
別
評
価

そ
の
他
の
発
言

水田新執行委員長挨拶
執行委員長になりました水田です。
最近の若い人はコスパ（コストパフォーマンス）で物事を
捉える傾向が強い、といった話をよく耳にします。別に若
者に限らずとも、自分に得があるかどうか、それをやること
のメリットは？など普通に損得勘定することはよくあります。
それでは「組合に入ることのメリットは何でしょうか？」
このことについて私はそもそも問いかけ自体が違うので
はないかと思います。コスパ感覚は、実は利益を最大化
しようとする経営者的な見方を知らないうちに我々も内面
化しているように思います。では、「ボランティア活動」や「生徒会活動」などの
価値はコスパ感覚の価値観で測れるのでしょうか。「学ぶ」ことや「他者の権
利を守ること」はどうでしょう。「民主主義を大切にすること」や「立場の弱い人
に手を差し伸べること」はどうでしょう。そして「組合活動」は？（「組合活動」は
先にあげた例を含んでいますね。）主体的に自ら行うこと、それは損得勘定で
メリット云々を問うものではなく、それ自身の価値があるはずです。
さて、高教組はいま将来存続できるかどうかの分岐点にある、と認識してい
ます。組織拡大（というか維持）は喫緊の問題です。もう一度、組合の意義を
お互い問いかけつつ声をかけていきましょう。これはおかしい、違うんじゃない
かという感覚を大切にしていきましょう。一人の十歩より、十人が一歩ずつ、と
いう気持ちで勇気を少しだけだして声を出していましょう。また、普段の組合活
動にも積極的に関わっていただけるとありがたいです。対外的な要請行動、
交渉はもちろん定期大会、中央委員会、「教育のつどい」などの行事、全国
での学習会、集会などなど。これらも関わってみて実感できること、得られる
ことがわかります。みんなで組合活動を創っていきましょう。
挨拶というより呼びかけのようになりました。執行委員長としては力不足を自

覚していますので、みなさんの力を是非お貸し下さい。よろしくお願いします。


